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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】令和2年2月20日(2020.2.20)

【公開番号】特開2018-111594(P2018-111594A)
【公開日】平成30年7月19日(2018.7.19)
【年通号数】公開・登録公報2018-027
【出願番号】特願2017-4596(P2017-4596)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ  31/34     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ   31/34     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/00     ４４５　

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月27日(2019.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートをシート搬送方向に搬送するシート搬送手段と、
　前記シート搬送手段から排出されたシートが積載されるシート積載部と、
　前記シート搬送方向における前記シート積載部の下流でシートを支持可能な下面部及び
前記下面部に支持されたシートの上面に対向する上面部を有し、前記シート積載部と共に
シートを保持するシート保持手段と、
　前記シート積載部に積載されたシートの前記シート搬送方向における上流端に当接可能
な当接部と、
　前記シート積載部に積載されたシートの上面に当接して回転し、シートを前記当接部へ
向けて移動させることにより、前記シート搬送方向におけるシート位置を整合可能な整合
回転体と、
　前記整合回転体を回転駆動する駆動手段と、
　前記駆動手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記シート積載部に第１の枚数のシートが積載された状態で前記シー
ト搬送手段から前記シート積載部にシートが排出された場合、前記駆動手段に第１の回転
量で前記整合回転体を回転駆動させることでシート位置を整合する第１の整合処理を実行
し、前記シート積載部に前記第１の枚数より多い第２の枚数のシートが積載された状態で
前記シート搬送手段から前記シート積載部にシートが排出された場合、前記駆動手段に前
記第１の回転量より多い第２の回転量で前記整合回転体を回転駆動させることでシート位
置を整合する第２の整合処理を実行する、
　ことを特徴とするシート整合装置。
【請求項２】
　前記駆動手段からの駆動力により、前記整合回転体を前記シート積載部に積載されたシ
ートに当接する当接位置と前記シート積載部に積載されたシートから離間する離間位置と
に移動させる昇降機構を備え、
　前記制御手段は、前記整合回転体が前記昇降機構によって前記離間位置から前記当接位
置へ移動した状態で回転駆動された後、前記昇降機構によって前記離間位置へ戻る整合動
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作を単位として前記駆動手段を制御し、前記第１の整合処理においては前記整合回転体に
１回の整合動作を実行させ、前記第２の整合処理においては前記整合回転体に複数回の整
合動作を実行させる、
　ことを特徴とする、請求項１に記載のシート整合装置。
【請求項３】
　前記整合回転体を回転可能に保持し、前記シート積載部に対して移動可能な保持部材と
、
　前記駆動手段の駆動力を前記整合回転体に伝達する駆動軸と、
　前記駆動軸に設けられた被検知部を検知することで前記制御手段に前記駆動軸が１回転
したことを伝達可能な検知手段と、を備え、
　前記昇降機構は、前記駆動軸に支持され、前記駆動軸の回転に伴って前記保持部材を押
圧可能なカム部材を含み、前記駆動軸が１回転する間に前記整合回転体に１回の整合動作
を実行させる、
　ことを特徴とする、請求項２記載のシート整合装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第１の整合処理における整合動作では、前記整合回転体が前記離
間位置から前記当接位置へ移動した状態で前記駆動手段の駆動を一時停止した後、前記駆
動手段の駆動を再開し、前記第２の整合処理における整合動作では、前記整合回転体が前
記離間位置から前記当接位置へと移動してから前記離間位置へ戻るまでの間、前記駆動手
段の駆動を継続する、
　ことを特徴とする、請求項２又は３に記載のシート整合装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記シート積載部に積載されるシートの種類に応じて異なる値の閾値
を設定し、前記シート積載部に前記閾値より少ない枚数のシートが積載された状態で前記
シート搬送手段から前記シート積載部にシートが排出された場合に前記第１の整合処理を
実行し、前記シート積載部に前記閾値以上の枚数のシートが積載された状態で前記シート
搬送手段から前記シート積載部にシートが排出された場合に前記第２の整合処理を実行す
る、
　ことを特徴とする、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のシート整合装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記シート搬送手段によって所定枚数のシートが前記シート積載部に
排出される場合において、前記所定枚数の最後のシートを整合するときは、前記最後のシ
ートより前に前記シート積載部に排出されるシートを整合するときより多い回転量で前記
整合回転体を回転させる、
　ことを特徴とする、請求項１乃至５のいずれか１項に記載のシート整合装置。
【請求項７】
　前記シート保持手段は、前記シート積載部に積載されたシートの前記シート搬送方向に
直交する幅方向に相対移動可能な一対の幅方向整合部材であり、
　前記一対の幅方向整合部材の各々は、前記下面部と、前記上面部と、前記下面部及び前
記上面部を接続し、前記シート積載部に積載されたシートの前記幅方向における端部に当
接可能な当接面と、を有する、
　ことを特徴とする、請求項１乃至６のいずれか１項に記載のシート整合装置。
【請求項８】
　前記一対の整合部材の各々について、前記上面部は、前記当接面の上端から前記幅方向
に関して他方の整合部材へ向かって上方へ傾斜した方向に延出し、前記下面部は、前記当
接面の下端から前記幅方向に関して他方の整合部材へ向かって上方へ傾斜した方向に延出
している、
　ことを特徴とする、請求項７に記載のシート整合装置。
【請求項９】
　前記一対の整合部材の各々について、前記シート搬送方向に垂直な平面において、前記
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下面部の上端部が前記当接面の下端より上方に位置し、かつ、上下方向における前記下面
部の上端部と前記上面部の下端部との間隔が、上下方向における前記当接面の長さより小
さい、
　ことを特徴とする、請求項７に記載のシート整合装置。
【請求項１０】
　前記シート搬送手段は搬送ローラ対であり、
　前記上面部は、
　前記シート搬送方向に直交する方向から視て前記搬送ローラ対のニップ部を通る接線の
上方に位置する第１上面部と、
　前記第１上面部から、前記シート搬送方向の下流に向かって前記接線に交差するように
傾斜した方向に延びる第２上面部と、を含む、
　ことを特徴とする、請求項１乃至９のいずれか１項に記載のシート整合装置。
【請求項１１】
　前記下面部は、
　前記上面部に対向する第１下面部と、
　前記シート搬送方向において前記上面部より下流に突出し、前記シート搬送方向に直交
する方向から視て、前記第１下面部から、前記シート搬送方向の下流に向かって上方に傾
斜した方向に延びる第２下面部とを含む、
　ことを特徴とする、請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のシート整合装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のシート整合装置と、
　前記シート整合装置によって整合されたシートを処理するシート処理手段と、を備える
、
　ことを特徴とするシート処理装置。
【請求項１３】
　シートに画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段によって画像を形成されたシートを整合する、請求項１乃至１１のい
ずれか１項に記載のシート整合装置と、を備える、
　ことを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一態様に係るシート整合装置は、シートをシート搬送方向に搬送するシート搬
送手段と、前記シート搬送手段から排出されたシートが積載されるシート積載部と、前記
シート搬送方向における前記シート積載部の下流でシートを支持可能な下面部及び前記下
面部に支持されたシートの上面に対向する上面部を有し、前記シート積載部と共にシート
を保持するシート保持手段と、前記シート積載部に積載されたシートの前記シート搬送方
向における上流端に当接可能な当接部と、前記シート積載部に積載されたシートの上面に
当接して回転し、シートを前記当接部へ向けて移動させることにより、前記シート搬送方
向におけるシート位置を整合可能な整合回転体と、前記整合回転体を回転駆動する駆動手
段と、前記駆動手段を制御する制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記シート積載部
に第１の枚数のシートが積載された状態で前記シート搬送手段から前記シート積載部にシ
ートが排出された場合、前記駆動手段に第１の回転量で前記整合回転体を回転駆動させる
ことでシート位置を整合する第１の整合処理を実行し、前記シート積載部に前記第１の枚
数より多い第２の枚数のシートが積載された状態で前記シート搬送手段から前記シート積
載部にシートが排出された場合、前記駆動手段に前記第１の回転量より多い第２の回転量
で前記整合回転体を回転駆動させることでシート位置を整合する第２の整合処理を実行す
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る、ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　上述した支持下面２３２，２４２の傾斜の下で、１枚のシートＳが幅方向整合部材２３
０，２４０に保持される場合には、図９に示すように、シートＳの下面が主に支持下面２
３２，２４２の第２端部Ａ２，Ｂ２によって支持される。一方、シートＳの側端Ｅ３，Ｅ
４は、支持上面２３３，２４３の第３端部Ａ３，Ｂ３により、当接面である第３基準壁２
３４及び側壁２４１の上端位置の高さ以下に保持される。従って、第２端部Ａ２，Ｂ２は
、整合部材の当接面に当接したシートの下面を支持する下面保持部として作用する。また
、第３端部Ａ３，Ｂ３は、幅方向において下面保持部と当接面との間に位置し、当接面に
当接したシートの上面を保持する上面保持部として作用する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　しかしながら、これらの特徴は、幅方向整合部材２３０，２４０によって保持されたシ
ート束の最上位シートを移動させる際の抵抗を増大させる方向に作用する場合がある。例
えば、シート束の厚さが大きくなると、シート搬送方向から視て支持下面２３２，２４２
及び支持上面２３３，２４３の傾斜に沿ってシート束が上方に撓んだ状態となり、シート
束の上面が支持上面２３３，２４３に当接すると考えられる（図９参照）。また、第２上
面部２３３ｂ，２４３ｂの傾斜により、支持上面２３３，２４３と支持下面２３２，２４
２との間隔はシート搬送方向の下流へ向かうほど狭くなるため（図１０参照）、シート束
の上面が第２上面部２３３ｂ，２４３ｂと当接することも考えられる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
１…画像形成装置／１０２…画像形成手段（画像形成部）／２００…シート処理装置／２
０２…シート搬送手段（第２搬送ローラ対）／２０８…シート処理手段（ステイプラ）／
２１２…当接部（第１基準壁）／２１３…シート積載部（中間トレイの支持面）／２０６
…整合回転体（整合ローラ）／２１０…シート整合装置／２３０，２４０…シート保持手
段（幅方向整合部材）／２３４，２４１…当接面（側壁、第３基準壁）／２３２，２４２
…下面部（支持下面）／２３２ａ，２４２ａ…第１下面部／２３２ｂ，２４２ｂ…第２下
面部／２３３，２４３…上面部（支持上面）／２３３ａ，２４３ａ…第１上面部／２３３
ｂ，２４３ｂ…第２上面部／２５２…駆動軸／２６１…被検知部（検知フラグ）／２６２
…昇降機構、カム部材（カム）／２７０…保持部材（整合ローラホルダ）／３０１…制御
手段（制御部）／３１２…検知手段（回転検知センサ）／Ａ２，Ｂ２…下面部の上端部／
Ａ３，Ｂ３…上面部の下端部／Ｍ２…駆動手段（第２整合モータ）／Ｓ５…第１の整合処
理／Ｓ８，Ｓ９…第２の整合処理
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